
医療法人 愛風会

さ く 病 院

～ 病院・看護部紹介 ～
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診療科目と病棟区分
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■ 診療科目

■ 病棟区分

内科 外科 整形外科 胃腸内科 循環器内科 糖尿病内科 神経内科

泌尿器科 皮膚科 リハビリテーション科 リウマチ科 アレルギー科 放射線科

病床数 １７２床

・一般病棟 ：４４床

（うち地域包括ケア病床１３床）

・回復期リハビリテーション病棟 ：５２床

・介護療養型病棟 ：３６床

・障害者施設病棟 ：４０床



さく病院の特色

・中核病院として基幹病院・在宅医
療の中間施設としての役割

急性期患者と慢性期患者の両方を
収容する入院施設としての機能

リハビリテーション病院としての機能

３６５日リハビリテーションを提供

予防治療から在宅支援までの地域
に根差した診療

地域における役割
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看護部の理念



■看護体制

■看護方式

5

看護部の概要

看護単位の構成（ケアミックス）

一般病棟 回復期リハビリテーション病棟

障害者一般病棟 介護療養型病棟

チームナーシング 一部機能別

患者のニードを満たすため、看護チームが協働し２４時間

継続したケアの実践を目指している



■勤務時間

■休日
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週40時間勤務

日勤8：30～17：15（休憩60分）

夜勤16：00～9：15 （2交代制）仮眠2時間 休憩1時間

早出・遅出勤務時間は病棟により異なる

週休2日制

年間休日120日

年末年始休暇12/30～1/3

有給休暇 初年度10日発生



■職員教育

■医療安全の推進

■質の高い看護の提供

■ワークライフバランスの推進
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看護部の取り組み

看護部医療安全員会の活動推進

年休取得率90％以上

育児休業制度の支援体制

残業時間の減少

卒後新人職員教育

ラダー教育体制
研修支援



組織の成長

看護師として成長し

ながら習得した看護の
専門性を組織活動に活
かすことによって、組織
の成長を実現する

看護師の成長

人として、看護職として
成長しながら人生をよりよ
く生きることができる

キャリア開発が必要

人を活かす組織
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さく病院の組織理念

目指す看護師像

教育理念

教育目的

教育目標

組織の理念

目指す看護師像

新人教育 新人看護職員研修後、看護職としての全期間

Ⅰ Ⅱａ・Ⅱｂ Ⅲ Ⅳａ・Ⅳｂ

エキスパート能力

ジェネラリスト能力

学習支援方法・評価方法の策定

ＯＪＴ・研修等

さく病院の規模・機能 地域における病院の役割

看護実践能力

さく病院における人材育成
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エキスパート
呼吸療法士
糖尿病療法士 等

ジェネラリスト

ケアスタッフ教育

全看護職集合教育

中堅ナース教育（3年以上10年未満）
＊プリセプター教育 ＊後輩育成の役割・管理の育成

メンバーナース（新人看護職員）教育
＊ガイドラインに沿って基本姿勢・態度・技術的側面・管理的側面を学ぶ

メンバーナース（卒後2年目）教育
＊事例検討・リーダーシップについて・医療安全

メンバーナース（卒後3年目）教育
＊看護過程の展開・看護研究・医療安全

リーダーナース教育（10年未満）
＊教育内容の企画・運営・評価を実施

中間管理者研修

管理者研修

看護部教育計画
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研修風景



■資格取得・院内ラダー教育・院外研修支援(H30.7）
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職員のキャリア開発

•認定看護管理者研修

ファーストレベル7名/セカンドレベル4名

•日本糖尿病療養指導士3名

•呼吸療法認定士2名

•医療安全管理者研修終了者6名

•日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡技師2名

•排泄機能検査士1名

その他



■高齢化に伴うリスクに対応
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医療安全の推進

•最新式電動ベッド150台

•離床キャッチ内蔵のベッド25台

•褥瘡予防の耐圧分散マトレス150枚

• トイレセンサー2台設置



看護の質の向上を目指して
■全ては患者のために

•週2回の入浴

寝たまま介助入浴 オープン型シャワーバス2台設置

座位での介助入浴 リフト使用し浴槽へ

•患者・介護者に負担をかけないトランスを目指して

（スライディングボード、シート、グローブの使用）

•認知症ケア対策（院内レクリエーション実施）

•介助の統一を図る“生活一覧表”
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ワークライフバランスの推進
■働き続けられる職場づくり

•休日 土日祝（105＋15＝120日）

年末年始休暇12/31～1/3（4日）

•年休取得率90％以上

初年度10日発生最高20日

•残業時間の減少（H29平均3.6時間）

•育児休業制度の支援体制

•介護休暇支援
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季節・慣習を感じるレクリエーション

個別性に合わせたリハビリ

在宅に向けて入浴訓練
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病棟風景



■2病棟 （44床）
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一般病棟施設基準
内科・外科・整形外科・泌尿器科混合病棟

一般病床：31床
7対１看護基準：出来高払いの診療報酬
人工呼吸器対応可能（現在4名）

地域包括ケア病床：13床



■3南病棟 （52床）
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•回復期リハビリテーション病棟２入院基本料

１３対１看護基準（看護師21名、介護福祉士6名）

在宅復帰率70% 77.8%

重症転入率30%         34.3%

重症改善率30%         57.1% （平成29年度実績）



■3東病棟 （36床）
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平均介護度 要介護4.4

平均年齢 84.0歳

受入可能 気管切開 頻回な喀痰吸引

経管栄養者 ターミナルケア

•態度を心掛け

介護療養型医療施設



■4病棟 （40床）
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障害者一般病棟

障害者施設等入院基本料

特殊疾患管理加算： 対象患者は入院日数制限なし

一般病棟 １０対１看護基準

高齢者特有の複合的な疾病・処置に対応可能

人工呼吸器 気管切開 胃瘻 腸瘻 膀胱瘻など

中心静脈栄養 ポート管理 ターミナルケア


